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「
シ
ャ
イ
ン

　
 

マ
ス
カ
ッ
ト
」

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
栽
培

は
、
平
成
17
年
か
ら
試
験
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
生
産
者
１

5
1
人
、栽
培
面
積
約
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
取
り
組
ん
で
お
り
、デ
ラ
ウ
ェ

ア
に
次
ぐ
新
た
な
特
産
と
し
て
注
目
を
集
め
る
ぶ
ど
う
で
す
。

　
今
年
産
の
収
穫
も
始
ま
り
、
現
在
、
糖
度
18
度
以
上
の
甘
く
て
お
い

し
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
量
１
4
０

ト
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①ボウルにレモン汁と塩を入れ、塩が溶けるまで混
ぜる。

②①にオリーブオイルを少しずつ入れながら良く混
ぜたら、コショウを入れ混ぜる。

③マスカット、トマトを半分に切る。
④①のドレッシングにベビーリーフなどとマスカット、

トマトを入れ、混ぜ合わせたら完成！

〈作り方〉

シャインマスカットの二層ゼリーマスカットサラダ

おいしいレシピのシャインマスカット

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

8月は

〈材料〉［２人前］
●シャインマスカット

●ミニトマト
●ベビーリーフなど

●レモン汁
●塩
●オリーブオイル

●コショウ

・・・・・・・・・・10粒くらい
・・５個くらい

・・・・・・・・・・・・・・・・適量

・・・・・・・25㏄
・・・・・・・・・・小さじ１

・・・・・・・・・・・・大さじ２
・・・・・・・・少々

　
今
月
は
、
大
社
町
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
30
ア
ー
ル
を

栽
培
す
る
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
の
門
脇
雅
宏
さ

ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

│
│
い
つ
か
ら
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　
出
雲
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
25
年
度
の
Ｊ

Ａ
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
を
活
用
し
、
ハ
ウ
ス
３
棟
で
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
就
農
は
平
成
27

年
３
月
で
、
今
年
が
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

│
│
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
島
根
県
で
は
10
年
位
前
か
ら
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
皆

さ
ん
に
お
い
し
く
食
べ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
も
増
え
て

盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
加
温
栽
培
の
ハ
ウ
ス
で
は
１
月
終
わ
り
頃
に
芽
が
出
て
、

３
月
終
わ
り
頃
に
は
花
が
満
開
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
ジ
ベ

レ
リ
ン
処
理
や
摘
粒
作
業
、
傘
掛
け
な
ど
を
し
て
、
丁
寧

に
形
作
っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
は
低
温
の
影
響
な
ど
で
少
し

遅
れ
ま
し
た
が
、
私
の
と
こ
ろ
で
は
加
温
が
６
月
終
わ
り
頃

か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
無
加
温
の
ハ
ウ
ス
で
は
９
月
末
頃
ま

で
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

│
│ 

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽
培
し
て
み
て
い
か

が
で
す
か
。

　
今
の
と
こ
ろ
栽
培
も
経
営
も
順
調
で
、
成
功
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
設
備
が
整
っ
て
い
て
、
自
動

潅
水
の
養
液
土
耕
（
液
肥
を
自
動
で
点
滴
す
る
シ
ス
テ
ム
）

は
肥
料
の
効
き
が
よ
く
、
ハ
ウ
ス
も
長
期
展
張
（
ハ
ウ
ス
の

ビ
ニ
ー
ル
を
何
年
も
張
っ
た
ま
ま
に
で
き
る
）
で
助
か
っ
て

い
ま
す
。
高
品
質
な
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
栽
培
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
良
い
も
の
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
消
費
者
の
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

│
│
栽
培
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
な

ん
で
す
か
？

　
糖
度
が
高
く
、
高
品
質
な
も
の
が
で
き
る
よ
う
、
枝
を

こ
ま
め
に
間
引
い
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
栄
養
が
い
く

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
度
の
チ
ェッ
ク
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。一房一房
糖
度
を
測
る
の
は
大
変
な
作
業
で

す
が
、
就
労
支
援
施
設
の
方
に
働
い
て
も
ら
う
な
ど
体
制

を
整
え
、
安
全
・
安

心
・
高
品
質
な
も
の
を

出
荷
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
Ｐ

Ｒ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
は
種
な
し
で
食
べ
や

す
く
、
と
て
も
甘
い
ぶ

ど
う
で
す
。
今
が
旬
な

の
で
是
非
食
べ
て
く
だ

さ
い
！

ＪＡしまね出雲ぶどう部会
門脇　雅宏さん

〈作り方〉

〈材料〉［カップ５個分］
●炭酸水
●水
●グラニュー糖
●ゼラチンの素

・・・・・・・・・・お好みの量
・・・・55g

・・・・・・・・・・・・100㏄
・・・・・・・・・・200㏄

・・・・・・・・150㏄
・・・・・・・・・・・・・50㏄

・・・・25g
・・・・・5g

選ぶポイント

　果皮にみずみずしい張りがあり、色鮮
やかで濃いものを選びましょう。粒の大き
さがそろっているものを選ぶのもポイント
です。

食べるポイント

　ぶどうは房の上の粒から熟し始めるた
め、房の下より上の粒の方が糖度が高い
といわれています。食べるときには下の
部分から食べることで、一房食べたときに
甘さが均一に感じられます。

保存のポイント

　保存する場合はポリ袋に入れて野菜
室へ。果皮についた白い粉（ブルーム）は
鮮度を保つ役割を持つため、食べる直前
まで洗い流さないようにしましょう。

トピックストピックストピックストピックス
　８月２日に島根県産
シャインマスカットの
品評会が行われ、この
度インタビューさせて
いただいた門脇さん
が島根県知事賞（１房
の部最優秀賞）、伊藤
康浩さん（出雲市）が
中国四国農政局長賞（５ｋｇの部最優秀賞）
に輝きました。翌３日には出雲大同青果（株）
で展示競売会があり、出雲地区本部管内か
ら受賞した７点はすべてラピタが競り落とし
ました。県知事賞は１０万円でした。
　その他の受賞者は以下の通りです。
１房の部▼島根県農業協同組合長賞　能地
利典さん（益田市）▼島根県果樹研究同志
会長賞　浅津英雄さん（出雲市）▼青果市
場社長賞　伊藤康浩さん　５ｋｇの部▼島
根県農業協同組合長賞　浅津英雄さん　
▼島根県果樹研究同志会長賞　前島秀樹
さん（出雲市）▼青果市場社長賞　神田淳
一さん（出雲市）

①鍋に水を入れ沸騰したら火を止め、杏仁豆腐の素を入
れて溶かす。

②素が溶けたら牛乳を入れ混ぜる。
③容器に均等に分け入れて冷やす。 
④鍋に水を入れ、沸騰したら火を止め、ゼラチンを入れて

良く溶かす。
⑤炭酸水を④に入れ、混ぜ合わせる。 
⑥シャインマスカットを②の容器にお好みで並べ、⑤を均

等になるように分け入れる。
⑦冷蔵庫で冷やして固まったら完成！

●シャインマスカット

●杏仁豆腐の素
●水
●牛乳
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②素が溶けたら牛乳を入れ混ぜる。
③容器に均等に分け入れて冷やす。 
④鍋に水を入れ、沸騰したら火を止め、ゼラチンを入れて

良く溶かす。
⑤炭酸水を④に入れ、混ぜ合わせる。 
⑥シャインマスカットを②の容器にお好みで並べ、⑤を均

等になるように分け入れる。
⑦冷蔵庫で冷やして固まったら完成！

●シャインマスカット

●杏仁豆腐の素
●水
●牛乳
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平成30年度 JAしまね出雲地区本部

　ＪＡしまね出雲地区本部は７月２６日、２７日の２日間、出雲

地区本部管内の小学生を対象に「ちびっこ農業交流スク

ール」を開校しました。今年は、5、6年生の３６人が入学。ス

クール生は、農家ホームステイや収穫体験、販売体験など

を通じて、収穫の喜びや食と農業の大切さを学びました。

石川本部長が「暑いので体
調管理には気をつけて、楽
しい思い出を作ってくださ
い。農家の皆さんには元気
にお礼のあいさつをしま
しょう」と呼びかけました。

スクール生は３～４人の１０班に分かれ、出雲市内の農家に
ホームステイしました。

大社町
池田晴久さんの
ぶどう園

荒茅町
松本尚幸さんの

ハウス

1213

シャインマスカット、アスパラガスの収穫体験

開校式開校式

楽しかった一泊二日の思い
出にみんなで記念撮影。３６
人全員が無事に農業交流ス
クールを修了しました。

閉校式閉校式

1日目
午前

収穫させてもらったシャインマスカットでお菓子作り1日目
午後

農家へホームステイ1日目
午後パプリカの収穫体験2日目

午前

お楽しみの昼ごはん

ラピタで野菜販売体験

2日目
昼

2日目
朝

大切に育てられた

シャインマスカットが

たくさん実っています。

平
田
野
菜
集
荷
所
で
稲
田
三
津
男
さ
ん
か
ら

青
ネ
ギ
の
調
整
作
業
を
教
わ
り
ま
し
た
。

古志町の三谷秀夫さんのお宅

では、モロヘイヤの調整、袋詰め

作業を教えてもらいました。

班のみんなで協力して

フィズゼリーを作りました。

しっかり選んで

収穫！

おいしいゼリーが

できたよ！

アスパラガスを袋一杯

収穫させてもらいました！

遠心分離機でハチミツを

取り出しました。

おいしいメロンは

いかがですか～

店頭のＰＯＰも
班ごとに協力して

自分たちで作りました。

昼食は地元野菜たっぷりの

カレーライス。JA女性部中部

地区の皆さんが

作ってくださいました。

ラピタ店内でチラシを配り宣
伝。

女性
部の
皆さん

とって
もおい

しい

カレー
ライス

をあり
がとう

ゼリーが固まるまでちゃぐりんクイズ大会で

野菜の勉強をしました。

▶

色鮮やかなパプリカをた
くさん収穫させてもらい

ました！

2日目
午後 みんなの頑張りで大盛況！

たくさん販売しました！
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
、
老
朽
化
し
て
い

る
既
存
の
集
出
荷
施
設
の
機
能
を
移
転
し
、
神
西
新

町
に
出
雲
西
部
集
荷
所
を
建
設
し
ま
す
。
７
月
９
日

に
は
起
工
式
が
開
か
れ
、
県
、
市
、
地
元
関
係
者
、
施
工
業

者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
施
設
稼
動

は
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
集
荷
と
、
既
存
施
設
で
行
っ

て
い
る
き
ゅ
う
り
集
荷
・
選
果
、
そ
ば
集
荷
・
乾
燥
を
行
う

予
定
で
す
。
管
内
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
平
田
地
区
で
「
か

あ
ち
ゃ
ん
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」
の
愛
称
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、

集
出
荷
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
出
雲
地
区
で
も

転
作
作
物
と
し
て
栽
培
に
取
り
組
み
、
平
田
地
区
と
合
わ
せ

一
大
産
地
を
確
立
す
る
構
想
で
す
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｓ
冷
蔵
庫
で
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
神
在
ね

ぎ
、
菊
、
パ
プ
リ
カ
の
ほ
か
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
連

動
し
、
菌
床
し
い
た
け
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
、
多
品
目
で

活
用
で
き
る
よ
う
計
画
・
検
討
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は

出
荷
量
、
出
荷
時
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
体
制
を
構
築

し
、
有
利
販
売
に
よ
る
農
家
所
得
増
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
約
２
億
円
で
、
出
雲
市
の
補
助
事
業
か
ら
６
分

の
１
の
助
成
を
受
け
て
建
設
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
が
集

約
し
、
交
通
の
要
所
も

近
い
神
西
新
町
に
建
設

し
、
物
流
コ
ス
ト
の
削

減
、
人
員
集
約
に
よ
る

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

石
川
寿
樹
本
部
長
は

「
新
し
い
特
産
を
興
す

と
と
も
に
、
販
売
強
化

も
ね
ら
っ
て
い
る
。
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

東
部
地
区
で
Ｊ
Ａ
か
が
や
く
女
性
交
流
会
＆

家
の
光
大
会
開
催

出
雲
西
部
集
荷
所
建
設

生
産
拡
大
、農
家
所
得
増
大
を
目
指
す

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
東
部
地
区
は
７
月
22
日
、
Ｊ
Ａ

平
田
中
央
支
店
で
〝
Ｊ
Ａ
か
が
や
く
女
性
交
流
会
＆
家
の
光

大
会
〞
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
部
員
約
２
０
０
人
が
参

加
。
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
合
い
、
部
員
同
士
の
親
睦
・
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
女
性
部
東
部
地
区
の
高
橋
早
苗
地
区
長

は
「
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
涼
し
い
会
場
で

目
一
杯
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
支
部
活
動
発
表
と
し
て
同
女
性
部
西
田
支
部

の
「
す
み
れ
教
室
」
が
銭
太
鼓
を
披
露
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
表
れ
た
華
麗
な
演
技
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
女
性
部
塩
冶
支
部
の
飯
國
恵
美
子

さ
ん
が
、
全
国
家
の
光
大
会
の
記
事
活
用
の
部
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
体
験
発
表
『
輝
く
〜
私
た
ち
の
え
ん
ま
ん
座
』

を
改
め
て
発
表
し
、
応
援
発
表
で
は
同
支
部
の
「
え
ん
ま
ん

座
」
が
６
つ
の
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
全
開
の
舞

台
に
観
客
も
身
を
乗
り
出
し
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
各
支
部
が
作
成
し
た
手
芸
作
品

な
ど
の
力
作
が
多
数
並
ん
だ
ほ
か
、
加
工
品
や
特
産
品
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
最
後
に
は
健
康

運
動
指
導
士
の
山
根
千
恵
美
先
生
に
よ
る
研
修
会
も
開
か

れ
、
女
性
部
員
ら
は
１
日
を
通
し
て
元
気
が
出
る
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

平
田
・
大
社
地
区
で
夏
祭
り

地
域
に
夏
の
訪
れ
告
げ
る

　

夏
の
到
来
を
告
げ
る
夏
祭
り
が
各
地
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
職

員
も
参
加
し
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

東
部
地
区
で
は
７
月
28
日
、
「
第
40
回
平
田
ま
つ
り
・
ひ

ら
た
七
夕
仮
装
船
行
列
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
の
職
員
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
み
ん
な
の
願

い
が
叶
う
よ
う
に
と
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
仮
装
船
を
製
作
。
当
日
は
他
の
仮
装
船
と
と
も
に
市
街

地
を
練
り
歩
き
Ｊ
Ａ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ン
菓
子
を

配
り
な
が
ら
来
場
さ
れ
た
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

大
社
地
区
で
は
、
Ｊ
Ａ
大
社
支
店
と
出
雲
女
性
部
き
づ
き

支
部
の
主
催
で
「
第
12
回
大
社
支
店
納
涼
祭
」
を
開
催
。
女

性
部
が
野
菜
市
、
パ
ン
販
売
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
ラ
ピ
タ

大
社
店
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
も
協
賛
し
、
各
種
屋
台
を

オ
ー
プ
ン
。
会
議
室
ス
テ
ー
ジ
は
女
性
部
グ
ル
ー
プ
の
踊
り

や
、
地
元
バ
ン
ド
「
ジ
ー
ジ
ー
ズ
」
の
生
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
地
元
保
育
園
の
園
児
た
ち
も
ダ
ン

ス
発
表
で
参
加
す
る
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が
交
流
し
ま
し
た
。大社支店納涼祭「出雲阿国グループ」の舞台

ＪＡは「ドラゴンボール」の仮装船で参加

あいさつをする石川本部長

塩冶支部「えんまん座」の応援発表

西田支部「すみれ教室」の支部活動発表

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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豪雨災害の被災地へタオルを
ＪＡしまね出雲女性部

　ＪＡしまね出雲女性部は７月２５日、７月上旬に西日本
豪雨で大きな被害を受けた島根おおち地区本部管内への
支援として、タオルを贈りました。出雲女性部の高野智
子部長らが島根おおち地区本部を訪れ、島根おおち女性
部の寺内洋子部長にタオル１,０００枚を手渡しました。
　福祉施設への寄贈を目的に集めたタオルのうち一部を
贈ったものです。高野部長は「集めたタオルを今必要と
している場所があるのではないかと考えました。被災地
の皆さんに役立てていただきたい」と話しました。
　出雲女性部は７月から、部員から１人１枚、自宅で眠っ
ている未使用のタオルなどを集め、福祉施設に寄贈する
運動をしています。出雲地区本部でも協賛し、ＪＡ役職
員から集めています。運動は９月まで続ける予定です。

福祉施設へアスパラ贈呈
出雲市上津地区の生産者ら
　出雲市上島町の國谷祐吉さんは７月１８日、上郷営農
組合の國谷信夫組合長とともに同市矢野町の特別養護老
人ホーム「もくもく苑」を訪れ、アスパラガス約１０キロ
を贈りました。
　國谷祐吉さんは市内のアスパラガス栽培の先駆者で、
２７年前から栽培しています。「やわらかく、栄養があ
るアスパラガスを施設の皆さんに食べてもらいたい」と
思い実施しました。
　上津地区では高齢化、後継者不足でアスパラガス生産
者数が減少しています。５０人で２０ヘクタールを経営
する上郷営農組合は、現在水稲栽培が中心ですが、今後
は特産振興にも力を入れる考えです。

スイートコーン祭り開催
まき営農組合の女性組織が活躍

荒木幼稚園児がぶどうの収穫を体験
ＪＡしまね出雲青年連盟大社支部

　まき営農組合は７月２１日、２２日の両日、馬木町でス
イートコーン祭りを開きました。同営農組合の女性組織
「あさがおの会」が中心になって栽培したスイートコー
ンを販売するイベントで、今年で１０年目。今年は長雨
の影響で生育が遅れ、十分な収穫ができませんでした
が、両日とも多くの来場者で賑わいました。
　「あさがおの会」は女性６人で構成。同営農組合でス
イートコーンを担当する小村孝さんが先導し、種まきか
ら管理をしてきました。このイベントのために１０,０００
本、また、盆に向けてさらに７,０００本を栽培しまし
た。小村さんは「毎年安定して多くの方が来場してくだ
さるイベントになった。女性組織の活躍で盛り上がって
いる」と話しました。
　来場者は
「以前食べ
たものがおい
しかったので
来た。畑にも
入らせてもら
い、よい経験
ができまし
た」と話しま
した。

　出雲市立荒木幼稚園の園児が７月１３日、大社町にあ
る手銭栄二さんのぶどう園でデラウェアの収穫を体験し
ました。ＪＡしまね出雲青年連盟大社支部が毎年企画し
ているイベントで、今年で８年目を迎えます。これまで
ぶどうの成長過程を観察してきた園児たちは、待ち望ん
でいた収穫を楽しみました。
　園児たちは手銭さんからデラウェアの美味しい食べ方
を聞き、園内を観察した後、青年連盟のメンバーと一緒
に大きく成長したデラウェアを収穫しました。
　手銭さんは「収穫体験などを通して、地域の特産であ
るぶどうに親しみ、興味を持ってもらえたら嬉しい」と
話しました。

多くの来場者で賑わう会場

アスパラガスを贈る國谷祐吉さん（右奥）と國谷組合長（右手前）デラウェアの収穫を楽しむ園児

高野部長（右）から寺内部長へ目録を手渡した

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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高齢者福祉施設へ
デラウェアを贈る
ＪＡしまね出雲青年連盟大社支部
　ＪＡしまね出雲青年連盟大社支部は７月６日、出雲市
大社町の高齢者福祉施設の利用者へデラウェアを贈りま
した。
　地元の特産デラウェアを食べて元気に過ごしてもらお
うと、毎年実施しているもので、今年は５施設に、合計
で２キロ箱１７箱を贈りました。
　複合型高齢者福祉施設サンライトを訪問した金築一成
支部長は「例年より少し遅れていますが、品質は良いも
のができています。元気で夏を乗り切ってください」と
話し、デラウェアを手渡しました。

福祉施設に衣類乾燥機を贈呈
ＪＡしまね出雲地区本部ガスセンター
　ＪＡしまね出雲地区本部ガスセンターは７月３日、Ｊ
Ａいずも福祉会みどりの郷４施設に、ガス衣類乾燥機
「乾太くん」４台を贈呈しました。贈呈式では、同地区
本部の岡田達文副本部長がみどりの郷出雲の中尾忠正施
設長に目録を手渡しました。中尾施設長は「梅雨時は洗
濯物がなかなか乾かない。毎日のことなので助かりま
す」と感謝を述べました。
　「乾太くん」は、同ガスセンターでレンタルも取扱っ
ています。本誌２２ページをご参照ください。

岡田副本部長（右中）から
中尾施設長（左中）へ
目録を贈呈

みどりの郷平田に
設置された「乾太くん」

デラウェアを贈る金築支部長

デラウェアの収穫を体験
荒木小学校３年生
　出雲市立荒木小学校の３年生７１人が、出雲市大社町
の手銭栄二さんのハウスでぶどう「デラウェア」の収穫
体験を行いました。ＪＡしまね出雲ぶどう部会大社地区
青年部の６人と、ＪＡ西部営農センターの職員が指導し
ました。
　これまで児童たちは、同地区青年部の協力を得て、ぶ
どうの学習会、ジベレリン処理・摘粒作業の体験、ぶど
う集荷所の見学を通してぶどうについて学んできまし
た。今回、これまで学んできたことを振り返りながら、心
待ちにしていた収穫を楽しみました。
　ハウスでは同部会青年部の伊藤康浩部長のギター演奏
に合わせ「ぶどうの唄」をみんなで歌いました。この歌
は、以前伊藤部長が当時の荒木小学校の児童らと一緒に
作詞・作曲したものです。

デラウェアを収穫する児童

ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会
第１６回定期総会開催

　ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会は７月９日、
ＪＡしまね出雲地区本部で「第１６回定期総会」を開催
しました。総会には営農組合、県、市、ＪＡの関係者ら
約１１０人が出席しました。
　総会では、平成２９年度の事業報告として、先進地視
察や斐川町集落営農組合連絡協議会との合同研修会な
ど、積極的な活動を展開したことを報告しました。平成
３０年度も引き続き、持続可能な水田農業・農業経営を
していくために研修会の開催や後継者の育成などを進め
ていくことを申し合わせました。総会終了後には、ＮＯ
ＳＡＩ島根から講師を招き、収入保険制度の研修会を行
い、参加者全員で情報共有を図りました。
　小村正会長は「農業を発展させ、地域を発展させるこ
とが人口減少の歯止めにもなる。集落営農組織の役割は
非常に大きいと考えている」と話しました。
　管内の集落営農組織の動向として、出雲地区本部管内
で法人の設立が４組織、
協業型へのステップアッ
プが１組織ありました。
また、情報交換を目的
に、東部の１５の営農組
合で東部ブロック集落
営農組織連絡協議会が
設立され、横の連携も密
になっています。 総会であいさつをする小村会長

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず



17

夏休みの親子教室を開催
ＪＡしまね出雲女性部西部地区

現地講習会で高品質な野菜を
ＪＡしまねラピタ農産物直売会

ご祝儀袋の使い分け方

乾杯の仕方も学びました

７月
講座 「冠婚葬祭マナー」

　ＪＡしまね出雲女性部は７月２５
日、いずもＪＡシニア女子大学の７
月講座「冠婚葬祭マナー」を開催しま
した。女子大学生３５人が参加。ユ
ミ・プロデュース代表の池上由美さ

んを講師に、冠婚葬祭のときの服装や靴選び、贈答のマナーなどを学びました。
　はじめに冠婚葬祭マナーはなぜ必要かを説明。池上さんは「冠婚葬祭は幅広
い年齢の方が集まる機会で、皆さん価値観もバラバラです。誰に対しても失礼
にならないよう、決まったマナーが必要です」と話しました。
　講座では、冠婚葬祭とはそもそも何か、結婚披露宴や葬儀でどのような服
装、靴選びをすべきかを、クイズ形式を用いながら説明。今まで聞いたことの
ないマナーや慣習に、女子大学生たちが驚く場面もありました。池上さんは
「冠婚葬祭マナーには地域性があるので、出雲では出雲の慣習に従ってくださ
い」と強調した上で、「松江や米子など、少し東に行くだけで慣習が違うこと

もあります。今日お伝えしている、現代の一般常識
としてのマナーもぜひ知っておいてください」と話
しました。
　参加した女子大学生は「葬儀などマナーが分から
ず大変な思いをしたこともある。正しいマナーが分
かってよかった」と話しました。

　ＪＡしまねラピタ農産物直売会は７月２８日、直売会
員の圃場で現地講習会を開催しました。３会場で実施
し、直売会員２１人が参加。（株）山陽種苗のシードアド
バイザー平田和哲さんが講師を務め、旬を迎えているナ
スとピーマンの剪定について説明しました。
　講習会では、実際に農産物を見ながら状況に応じた管
理を説明。品種の選び方なども含めて、売れる商品をつ
くるためのポイントを伝えました。また、台風の接近が
予想される中、風が吹いても農産物が傷まないよう、支
柱の立て方、結び方を実演。平田さんは「良い商品を出
す人がいると直売所は変わる。売れるものをつくっても
らいたい」と呼びかけました。
　平田地区
で会場を提
供した南目
章徳さんは
「現場を見
ながら指導
してもらう
のが一番分
か りや す
い」と話し
ました。 ピーマンの剪定方法を説明

　ＪＡしまね出雲女性部西部地区は７月２７日、「ふれ
あいの家大社あすっこ」で夏休みの親子教室を開きまし
た。同地区の部員に参加を募り、８組１９人が参加。Ｊ
Ａ生活文化協力員３人が協力し、パステルアートの制作
と、クッキングを親子で楽しみました。
　パステルアート制作では生活文化協力員の園山幸美さ
んが講師を務め、用意された図案をもとに、ステンドグ
ラス風の作品を作りました。参加した女性部員は「思っ
た以上に本格的で、かわいいものができた。家に飾りた
い」と話しました。また、「家の光」に掲載されたメ
ニューを盛り込んだ料理教室も開催。ちらし寿司やソー
セージ風の簡単料理などに親子で取り組み、夏休みの思
い出を作りました。

真剣にパステルアート制作に取り組む児童ら

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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出雲市荒茅町

大國 紗知ちゃん（7歳・左中）　暖真くん（5歳・右中）

颯祐くん（3歳・右）　彩莉ちゃん（1歳・左）

おお ぐに　 さ    ち はる  ま

そう すけ あか   り

毎日楽しく過ごして、元気に大きくなってね。

　長女の紗知ちゃんは今年小学校に入学しました。
算数が好きで字がとても上手。ピアノを習ってもうす
ぐ１年になります。きょうだい４人のまとめ役で、本を
よんであげたり、紗知ちゃんをリーダーにみんなで歌
を歌うこともあります。暖真くんは雰囲気を明るくし
てくれるムードメーカー。面白いことをしてみんなを
笑わせてくれます。クワガタとプールが大好きで、こ
の夏休み、海にも何回も行きました。颯祐くんは外で
遊ぶのが好きな活発な男の子。魚が大好きで、おじ
いさんの魚釣りによく連れて行ってもらい、魚を見た
り、さわったりしています。家でも棒を見つけると、魚
釣りを真似て遊んでいます。末っ子の彩莉ちゃんは
泣いているお兄さんたちを慰めてくれたりもする優
しい女の子。言うこともよく分かってくれて、自分で

「ねんね」と言って布団に入ります。家族みんなから
可愛がられているわが家のアイドルです。
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　宇那手町にお住まいの小
村つぐみさん。大阪の美容学校を卒業した後、大阪で
美容師をしていました。勤めていた美容室ではアシス
タントの仕事のほか、雑誌に載せるヘアカタログの撮
影などにも携わり、ヘアメイクのフォトコンテストに出
品するために自分の作品を撮影することもありまし
た。入賞した写真が雑誌に掲載されたこともあります。
　１年前にＵターンし、地元に帰ってきたつぐみさん。
「いろいろな技術を身につけるため、まつげエクステな
ど新しい仕事にも挑戦したいです」と今後について話
します。ヘアメイクでは、髪型のセット、メイクなど総合
的な技術が必要になります。今まで培った技術に加
え、更なるスキルアップを目指しています。
　つぐみさんの趣味は映画鑑賞。美容学校の先生に
勧められて勉強のつもりで見始めたのがきっかけで
す。洋画、邦画を問わず、毎日１本以上のペースで見て
います。
　今後の目標を尋ねると「美容に関わることを自分で
総合的にできるようになりたい。結婚式のヘアメイク
や、これまでやっていたヘアカタログの撮影などが地
元出雲でできたらいいなと思います」と前向きに話す
つぐみさんです。

７月講座「目からウロコの調理実習」

山岡　伊喜雄さん（86歳）
幸枝さん（86歳）

出雲市小伊津町
やま おか　      い   き    お

ゆき   え

出
雲
市
宇
那
手
町

小
村

　つ
ぐ
み 

さ
ん（
22
歳
）

お   

む
ら

　小伊津町の漁港近くにお住まいの山岡さんご夫婦。伊喜雄さ
んは学校を出てから一昨年３月に引退するまで、７０年間に渡っ
て漁業に携わっておられました。５０年以上前の小伊津では、ほ
とんどの人が漁で生活をしていたそうです。
　昭和６０年頃までは「はえ縄漁」を行い、毎朝４時には出航し
ていました。漁を終えて戻った後、「はえ縄」を元の状態に直し、
えさを付けて準備するのは幸枝さんの仕事。毎日夜中までか
かって翌日の準備をしたそうです。伊喜雄さんは「昔はたくさん
あまだいが獲れていましたが、今では高齢化でずいぶん船が姿
を消しました」と環境の変化を話します。その後はイカ釣りに携
わっていたお二人。最後の船とは、一昨年まで３０年間をともに
過ごされたそうです。
　旅行がお好きだというお二人。現役のころから地元のグルー
プの旅行やＪＡの企画旅行などで日本中を旅してきました。ま
た、伊喜雄さんは骨董品、幸枝さんは花を育てるのが趣味で
す。家の周りには１メートル以上あるカサブランカをはじめ、い
ろいろなお花の鉢が並びとても華やかです。このほか幸枝さん
は長く畑仕事もしておられ、今年６月まで、約１アールの畑で大
根やネギなどを育てていました。
　健康の秘訣を尋ねると「運動をすることと、好き嫌いなく何で
も食べることです」と話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は７月
１１日、いずもＪＡ女子大学の７月

講座「料理は科学と芸術だ！目からウロコの調理実習」
を開きました。女子大学生２０人が参加。「焼鳥レストラ
ン えの屋」大将の後藤正寛さんを講師に、お酒と料理
について学びました。
　お酒の講義では、はじめに日本酒の製造工程や銘柄
などを紹介。唎酒師の資格も持つ後藤さんが、精米歩
合とは何か、よく言う“辛口”“甘口”とはどういうものか
などを分かりやすく説明しました。また、女子大学生た
ちは３種のノンアルコールワインとぶどうジュースのテ
イスティングにも挑戦。後藤さんは「ワインを口に入れ
て、最初、中間、終わりに何を感じたか、ストーリー性を
意識すると楽しく味わえます」と伝えました。

　調理実習では
各班に分かれて

「鳥モモ肉の大根
おろしにマチェド
ニアソースをかけ
て」「真イカと長
ナスのトマトパス
タ」の２品を作り
ました。フルーツ
をたっぷり使用したマチェドニアソースで味付けするなど、
さわやかでおいしいメニューを学びました。
　参加した女子大学生は「ノンアルコールワインは初め
てでしたが、美味しかったです」「料理のレパートリーが増
えました！」と感想を話しました。
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を歌うこともあります。暖真くんは雰囲気を明るくし
てくれるムードメーカー。面白いことをしてみんなを
笑わせてくれます。クワガタとプールが大好きで、こ
の夏休み、海にも何回も行きました。颯祐くんは外で
遊ぶのが好きな活発な男の子。魚が大好きで、おじ
いさんの魚釣りによく連れて行ってもらい、魚を見た
り、さわったりしています。家でも棒を見つけると、魚
釣りを真似て遊んでいます。末っ子の彩莉ちゃんは
泣いているお兄さんたちを慰めてくれたりもする優
しい女の子。言うこともよく分かってくれて、自分で

「ねんね」と言って布団に入ります。家族みんなから
可愛がられているわが家のアイドルです。

　
私
た
ち
「
稲
田
姫
」
は
地
元
の
女
性
の
集
ま
り
で
、

14
年
間
楽
し
み
な
が
ら
続
い
て
い
ま
す
。
知
名
度
も
上

が
り
、
福
祉
の
関
係
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
、
夏
ま
つ
り
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は

９
月
の
吉
栗
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
毎
週
タ
オ
ル

掛
け
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
パ
ワ
ー
で
地
元
に

協
力
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
絆
を
大
切

に
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
稲
田
姫
」
は
、
佐
田
地
区
内
は
も
ち
ろ

ん
、
出
雲
市
内
の
福
祉
施
設
の
訪
問
な
ど
、
幅

広
く
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
メ
ン

バ
ー
も
２
名
増
え
、
さ
ら
に
華
麗
な
踊
り
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
９
月
９
日
㈰
に
佐
田
町
の
吉

栗
の
郷
で
開
催
さ
れ
る
「
や
ま
び
こ
星
空
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
出
演
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

佐
田
支
店

　高
野
支
店
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

石
崎
代
表
の
一
言

　
メ
ン
バ
ー
同
士
と
て
も
仲
が
よ
く
、
出
雲

市
民
余
芸
大
会
に
参
加
し
た
後
、
お
食
事
会

で
一
年
の
終
わ
り
を
迎
え
る
の
を
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
新
し
い
メ
ン

バ
ー
も
２
人
入
り
ま
し
た
。
地
元
で
の
知
名

度
も
上
が
り
、
ま
す
ま
す
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
元
の
仲
の
良
い
仲
間
た

ち
と
、
長
く
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
踊
り
の
好
き
な
メ
ン
バ
ー
13
人
で
活
動
す

る
「
稲
田
姫
」
。
佐
田
町
の
「
ご
っ
と
こ
い

ま
つ
り
」
や
、
八
雲
風
穴
開
き
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
民
謡
に
合
わ
せ
て
、
か
さ

踊
り
、
銭
太
鼓
、
鳴
子
踊
り
な
ど
多
様
な
踊

り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
市
内
の

福
祉
施
設
の
訪
問
や
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
運
動
会

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
発
表
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
活
動
を
始
め
た
の
は
14
年
前
。
振
り
付
け

は
自
分
た
ち
で
考
え
る
こ
と
が
多
く
、
年
１

曲
は
新
し
い
踊
り
を
覚
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
か
ら
は
安
来
節
の
先
生
に
指
導

に
来
て
も
ら
い
、
踊
り
の
質
も
向
上
し
て
き

ま
し
た
。
練
習
は
窪
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、
１
〜

２
週
に
一
回
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
９

月
に
開
催
さ
れ
る
吉
栗
の
郷
の
や
ま
び
こ
星

空
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
指
し
て
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　宇那手町にお住まいの小
村つぐみさん。大阪の美容学校を卒業した後、大阪で
美容師をしていました。勤めていた美容室ではアシス
タントの仕事のほか、雑誌に載せるヘアカタログの撮
影などにも携わり、ヘアメイクのフォトコンテストに出
品するために自分の作品を撮影することもありまし
た。入賞した写真が雑誌に掲載されたこともあります。
　１年前にＵターンし、地元に帰ってきたつぐみさん。
「いろいろな技術を身につけるため、まつげエクステな
ど新しい仕事にも挑戦したいです」と今後について話
します。ヘアメイクでは、髪型のセット、メイクなど総合
的な技術が必要になります。今まで培った技術に加
え、更なるスキルアップを目指しています。
　つぐみさんの趣味は映画鑑賞。美容学校の先生に
勧められて勉強のつもりで見始めたのがきっかけで
す。洋画、邦画を問わず、毎日１本以上のペースで見て
います。
　今後の目標を尋ねると「美容に関わることを自分で
総合的にできるようになりたい。結婚式のヘアメイク
や、これまでやっていたヘアカタログの撮影などが地
元出雲でできたらいいなと思います」と前向きに話す
つぐみさんです。

７月講座「目からウロコの調理実習」

山岡　伊喜雄さん（86歳）
幸枝さん（86歳）

出雲市小伊津町
やま おか　      い   き    お

ゆき   え

出
雲
市
宇
那
手
町

小
村

　つ
ぐ
み 

さ
ん（
22
歳
）

お   

む
ら

　小伊津町の漁港近くにお住まいの山岡さんご夫婦。伊喜雄さ
んは学校を出てから一昨年３月に引退するまで、７０年間に渡っ
て漁業に携わっておられました。５０年以上前の小伊津では、ほ
とんどの人が漁で生活をしていたそうです。
　昭和６０年頃までは「はえ縄漁」を行い、毎朝４時には出航し
ていました。漁を終えて戻った後、「はえ縄」を元の状態に直し、
えさを付けて準備するのは幸枝さんの仕事。毎日夜中までか
かって翌日の準備をしたそうです。伊喜雄さんは「昔はたくさん
あまだいが獲れていましたが、今では高齢化でずいぶん船が姿
を消しました」と環境の変化を話します。その後はイカ釣りに携
わっていたお二人。最後の船とは、一昨年まで３０年間をともに
過ごされたそうです。
　旅行がお好きだというお二人。現役のころから地元のグルー
プの旅行やＪＡの企画旅行などで日本中を旅してきました。ま
た、伊喜雄さんは骨董品、幸枝さんは花を育てるのが趣味で
す。家の周りには１メートル以上あるカサブランカをはじめ、い
ろいろなお花の鉢が並びとても華やかです。このほか幸枝さん
は長く畑仕事もしておられ、今年６月まで、約１アールの畑で大
根やネギなどを育てていました。
　健康の秘訣を尋ねると「運動をすることと、好き嫌いなく何で
も食べることです」と話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は７月
１１日、いずもＪＡ女子大学の７月

講座「料理は科学と芸術だ！目からウロコの調理実習」
を開きました。女子大学生２０人が参加。「焼鳥レストラ
ン えの屋」大将の後藤正寛さんを講師に、お酒と料理
について学びました。
　お酒の講義では、はじめに日本酒の製造工程や銘柄
などを紹介。唎酒師の資格も持つ後藤さんが、精米歩
合とは何か、よく言う“辛口”“甘口”とはどういうものか
などを分かりやすく説明しました。また、女子大学生た
ちは３種のノンアルコールワインとぶどうジュースのテ
イスティングにも挑戦。後藤さんは「ワインを口に入れ
て、最初、中間、終わりに何を感じたか、ストーリー性を
意識すると楽しく味わえます」と伝えました。

　調理実習では
各班に分かれて

「鳥モモ肉の大根
おろしにマチェド
ニアソースをかけ
て」「真イカと長
ナスのトマトパス
タ」の２品を作り
ました。フルーツ
をたっぷり使用したマチェドニアソースで味付けするなど、
さわやかでおいしいメニューを学びました。
　参加した女子大学生は「ノンアルコールワインは初め
てでしたが、美味しかったです」「料理のレパートリーが増
えました！」と感想を話しました。

1819

佐
田
支
部
八
幡
原
分
会「
稲
田
姫
」
代
表

　石
崎

　友
江 

さ
ん



wai-wai IZUMO

IZUMOIZUMO

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ちし
ています。

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

（匿名希望の方は明記してください）

プレゼント!
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●
先
月
号
の
健
康
散
歩
は
「
夏
に
向
け

て
の
か
ら
だ
準
備
」
。
今
年
は
準
備
ど

こ
ろ
で
は
な
く
、
梅
雨
が
上
が
っ
た
と

た
ん
に
こ
の
連
日
の
暑
さ
。
今
ま
で
生

き
て
き
て
初
め
て
の
暑
さ
。
日
中
は
と

て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
外
に
出
ら
れ
ま
せ

ん
。

（
西
園
町 

Ｉ
・
Ｈ
さ
ん
）

●
「
夏
に
向
け
て
の
か
ら
だ
準
備
」
は

と
て
も
大
切
で
す
が
、
近
年
は
梅
雨
明

け
も
早
く
な
っ
て
、
い
き
な
り
の
猛
暑

で
身
体
が
な
か
な
か
暑
さ
に
つ
い
て
行

け
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。
「
食
事
」

「
運
動
」
「
睡
眠
」
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
国
富
町 

Ｙ
・
Ｔ
さ
ん
）

JA
…
今
年
は
本
当
に
早
く
か
ら
暑
く
て

準
備
の
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

公
に
も
災
害
と
認

識
さ
れ
る
ほ
ど
の

猛
暑
。
夏
も
後
半

で
、
体
力
も
落
ち

て
い
る
時
期
で

す
。
ど
う
か
皆
様

ご
無
理
を
な
さ
い

ま
せ
ん
よ
う
。

●
わ
が
家
の
サ
ラ

ダ
に
は
い
つ
も
パ

プ
リ
カ
が
入
っ
て

い
ま
す
。
国
産
パ

プ
リ
カ
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
出
雲
産
が
あ
り
、
感
動
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
甘
み
も
あ

り
、
色
合
い
も
よ
く
栄
養
満
点
！！
も
っ

と
も
っ
と
普
及
し
て
ほ
し
い
で
す
！！

（
東
福
町 

Ｉ
・
Ｒ
さ
ん
）

JA
…
外
国
産
が
大
半
な
の
で
、
地
元
出

雲
産
の
パ
プ
リ
カ
は
目
を
引
き
ま
す

ね
！
た
く
さ
ん
食
べ
て
普
及
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

●
料
理
の
レ
シ
ピ
を
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
の

「
あ
っ
さ
り
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
」
、

簡
単
で
お
い
し
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

ま
た
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
松
寄
下
町 

Ｔ
・
Ｋ
さ
ん
）

JA
…
あ
っ
さ
り
し
た
味
で
夏
に
ぴ
っ
た

り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ぜ
ひ
ま
た
作
っ

グリーンセンターからのお知らせ

　グリーンセンター全店で、８月２４日（金）から８月２８日（火）の間、秋の収穫前のグリーンフェアを開催致し
ます。秋の収穫資材や刈跡除草剤をフェア価格にてご用意し、店員一同皆様のお越しをお待ちしております。
　　　　　　・現金にてお買い上げいただいた方はおさいふカードのポイント５倍！
　　　　　　・「グリーンセンターけいふん」１０袋購入で１袋プレゼント！
　　　　　　・「カキ殻石灰サンライム２０㎏」５袋購入で卵１パック（６個入）プレゼント！

また、８月24日（金）から26日（日）の３日間は、3,000円以上お買い物さ
れたお客様先着50名様に卵1パック（6個入り）プレゼントも実施します。れたお客様先

5倍！ポイントおさいふカード
期間中現金にてお買い上げ頂いた方

て
み
て
く
だ
さ
い
ま
せ
！
ゴ
ー
ヤ
と
い

え
ば
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
も
普
及
し

て
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
。

●
先
日
出
雲
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
食
べ
ま
し
た
。
甘
く
て
大
き
な
粒

で
、
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
県

外
の
友
達
に
ぜ
ひ
贈
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
島
根
の
自
慢
の
味
で
す
ね
。

（
古
志
町 

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
）

JA
…
今
の
時
期
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る

と
お
い
し
そ
う
で
つ
い
買
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
島
根
自
慢
の
特
産
の
一
つ
で
す

よ
ね
。
今
月
号
の
「
出
雲
で
採
れ
る
う

ま
い
も
ん
」
で
も
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
特
集
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
！

●
家
庭
菜
園
の
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
は
タ
マ
ネ
ギ
。

今
年
春
収
穫
し
た
の
で
す
が
、
玉
も
細

く
出
来
が
い
ま
い
ち
で
し
た
。
来
年
こ

そ
は
良
い
出
来
を
望
み
ま
す
。
記
事
を

参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
社
町 

Ｇ
・
Ｙ
さ
ん
）

JA
…
タ
マ
ネ
ギ
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

使
い
ま
す
し
、
長
く
保
存
で
き
る
の
で

家
庭
菜
園
に
は
も
っ
て
こ
い
だ
と
思
い

ま
す
。
来
年
作
る
の
が
楽
し
み
で
す

ね
！

　　　　

　 　　

期間中
特典！
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多
久
和　

敬
子

松
寄
下
町

評

者

選

選
者

竹
治
ち
か
し 

先
生

ご
め
ん
ネ
も
素
直
に
言
え
た
青
い
空

小
白
金　

房
子

変
身
が
で
き
ず
農
婦
で
来
た
モ
ン
ペ

櫛
井　

伸
幸

今
日
も
ま
た
一
喜
一
憂
し
て
暮
れ
る

ほ
う
せ
ん
花
飛
ん
で
幸
せ
お
す
そ
分
け

　
見
上
げ
た
青
い
空
に
、
こ
だ
わ
り
な
ど
は
捨
て
な
さ
い
と
諭
さ
れ
た
作
者
。

素
直
に
謝
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
も
青
空
の
よ
う
に
澄
み
切
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

選

川
柳
の
広
場

❖ 

月
間
最
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

あなたの俳句・川柳を
募集します

◆
応
募
方
法

俳
句
ま
た
は
川
柳
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、ハ
ガ
キ

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

９
月
号
掲
載
分
の
俳
句
の
応
募
〆
切
は

８
月
31
日
㈮
必
着
で
す
。

※
10
月
号
掲
載
分
の
川
柳
の
応
募
〆
切
は

９
月
28
日
㈮
必
着
で
す
。

※

お
一
人
様
そ
れ
ぞ
れ
３
句
ま
で
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

◆
あ
て
先

※

応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※

応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

※

月
間
最
優
秀
賞
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
３
，０
０
０
円
分
、月
間
優
秀
賞

に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
１
，０
０
０
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
地
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直売所紹介 とびす市
営業日 毎週水曜日　ＡＭ９：００～１１：３０

ＪＡしまね鳶巣店隣場　所

　平成２０年７月に開店し、地元産の新鮮な
野菜のほか鮮魚やお菓子、手作りの工芸品な
ども販売しています。鳶巣地区で唯一買い
物ができる場所で、市街地へ行くのが困難
な高齢者の生活を支えるとともに、住民同
士の交流の場にもなっています。
　７月４日には１０周年記念イベントを開
催。節目を祝おうと地区内外から多くの人が
訪れました。おやじバンドの演奏が会場を盛
り上げ、常設されている休憩コーナーではＪ
Ａしまねやすらぎ会鳶巣支部の会員がうど
んとシジミ汁を無料で振舞いました。

おやじバンドの演奏で
会場は大盛り上がり！

休憩コーナーではやすらぎ会会員が
来店された方をおもてなし

IZUMOIZUMO
wai-wai IZUMO
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　熱中症とは、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体内調節
機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけではなく、室内で何もしてい
ないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。

•こまめに水分補給をしましょう。
•部屋の中でも熱中症は起こります。エアコンや遮光カーテン、すだれ
などを上手に使いましょう。
•自分の体調に合わて、服装を調整したり保冷剤などを使いましょう。
•脱水状態や食事抜きといった状態のまま暑い環境に行くことは、絶対
に避けましょう。

健康ライフかわら版
暑い季節になりました！熱中症にご注意を！

お問い合わせ先　出雲保健所健康増進課　☎２１－8785

★熱中症予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が重要です！

•涼しい場所へ避難させる
•衣服を脱がせ、身体を冷やす
•水分・塩分を補給する

★熱中症かな？と思ったら・・・

すぐに１１９番を！自力で水が飲めない、
意識がない場合
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９月１５日（土）開催！
●平田会場／１０：００～
　　　　　　ＪＡ平田中央支店会議室
●出雲会場／１４：００～
　　　　　　出雲地区本部２階 ２０１会議室

●内　　容／多肉植物の寄せ植えを制作していただきます。
　　　　　　所要時間は約１時間です。
●参 加 費／１,８００円（材料費込）

●講　　師／飯塚農園

●各グリーンセンターへ電話でお申し込みください
グリーンセンター出雲　☎21-6048　　グリーンセンター 南 　☎25-0650
グリーンセンター平田　☎63-3662　　グリーンセンター大社　☎53-3939

各会場定員は３０名です。
定員になり次第募集は終了させていただきます。

多肉植物は茎や葉に水を貯めることができる植物です。
ぷっくり肉厚で可愛らしく、最近人気を集めています。

月 日（土）

　7月19日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

〈協議事項〉
　⑴不良債権（残高管理債権）の処理方法につ
いて

　⑵平成３１年度職員（正職員・店舗職員）高卒
採用募集について

　⑶ふれあい号の今後の運行について
　　ふれあい号の運行は、ふれあい店体制整備に

伴い該当地区組合員の利便性の低下に対応
するため開始しました。該当地区とＪＡ施設
（母支店、ラピタなど）間を無料で運行する
サービスです。以下のコースがありますの
で、是非ご利用ください。

　　・乙立コース・佐香コース・田儀コース
　　・久村コース・日御碕コース・桧山コース
　　・北浜コース・鰐淵コース

〈報告事項〉
　⑴西部カントリーエレベーター自主検定装置並びに
色彩選別機の更新について

　⑵大口貸出先の決算報告について
　⑶平成３０年度年金受給者対応について
　　今年は「すべての受給者の方に感謝すること」を目的
として、コンサートの開催ではなく「抽選会」を実施いた
します。抽選期間は７月25日から10月16日の間です。

　⑷組合と理事との取引（契約）について
　⑸平成３０年６月末事業実績について
　⑹平成３０年度総代会開催報告について
　⑺正組合員加入促進運動６月末運動実績について
　⑻平成３０年度「家の光」長期愛読者拡大運動（案）
について

　　平成30年8月１８日～平成30年10月31日までの間、
長期愛読者拡大運動を展開します。是非この機会に
ご購読をお願いします。

出雲地区本部理事会報告
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梨ギフト
ラピタの

二十世紀梨

赤　梨

お申し込みはラピタ本店・各店で

お届け
期間

8月下旬頃～
　9月下旬頃

承り順に発送して参りますが、産地での梨の生育状況、サイズ、重量により発送が前後する場合があります。（期日指定は出来ませんのでご了承ください。）

全国発送承ります

全国一律全国一律 300円（税込）承り
期間

ご注文日 8月19日㈰ごろまで
8月20日㈪～
初出荷まで

9月1日㈯
以降

お届け
目安

初出荷より
随時発送

9月5日㈬
ごろの発送

9月10日㈪
前後の発送

※ラピタにてご注文された梨（進物用）に限らせていただきます。
※お届けの期日は指定できませんのでご了承ください。※クロネコヤマトでの発送となります。

送料 1
箱

期間：2018年7月1日（日）～8月31日（金）

♦バイキングコース

お１人様
（30名様から承ります）

5,500円
プラン
内容

★乾杯用ドリンクサービス（ワイン又は日本酒）
★会場費・税・サービス料込み
★飲み放題／乾杯より2時間　

★飲み放題メニュー
　・ビール・ノンアルコールビール・日本酒（熱燗）・焼酎
　・ソフトドリンク（ジュース・ウーロン茶）

飲み
放題付！
（2時間付）

♦オードブルコース

お１人様
（10名様から承ります）

6,000円
飲み
放題付！
（2時間付）

※写真はイメージです。

サマープラン

セルフコーヒーサービス！

飲み放題グレードアップ!!
（上記飲み放題コースにプラス…）
カクテル・ノンアルカクテル・ワイン・梅酒をプラス！

無くなり次第、終了となります。

飲み放題90分で、
各コース500円引き!!!
乾杯から90分（1時間半）の時間
制限つきで、各コースおひとり500円引き

（注）制限時間を過ぎますと、通常価格となりますので
　　ご注意ください。

さらに選べる特典！
1

2

3

TEL（0853）21-6063
ラピタウエディングパレスお問合せ

ご予約

お好きな特典をいずれか１つ
お選びいただけます。

・「選べる特典」は、ご利用日の5日前までにお選びください。
・お選び頂いた「特典」の変更はできません。また「特典」の併用はできません。
・宴会終了時間は21時までとさせて頂き、それ以降のご利用の場合は別途延長料金5,400円（税込・サ別）を申し受けます。
・人数変更はご利用日の前日の午前中までとさせていただき、それ以降のキャンセルにつきましては、おひとり当り4,000円
を申し受けます。（特典③を選ばれている方も同様です。）
・上記プランには、消費税・サービス料・会場費が含まれています。プラン以外のご利用分については、別途サービス料が掛か
ります。

お問い合わせ先

出雲地区本部 ラピタ本店生活用品課

ハチのシーズンになります。ハチは近寄らず、触らず！！
最寄りのJA各支店に連絡下さい。ハチの駆除はプロに
お任せください！！

シロアリは気付かないうちに住みついている
かも。早めの防除があなたの家を守ります。

床下のシロアリ無料調査に
お伺い致します。
お気軽にお申し込み下さい。

TEL:0853-21-6083

JAのハチの駆除

ラピタ本店生活用品課より

シロアリ 調査実施中！！無料

赤梨の収穫体験ツアー
ご招待キャンペーン

抽選で
ペア10組20名様ご招待！！

小学生6年生までのお子様と保護者の方2名様

上記期間中におさいふカードを提示してお買物
をしていただき、2,000円以上（複数枚でも可）
のレシートを店内備付の応募箱にご投函ください。

※詳しくは店頭にて

神門地区周辺の梨畑

～ まで18（土）日 31（金）日8月

収穫場所

9月16日㈰実 施日

応 募 期 間

参 加 対 象

応 募 方 法

ラピタ本店屋上
会 場

PM5：30～PM9：00まで
営業時間

男　性 3,300円
女　性 2,800円
中学生
から

20歳未満2,000円
小学生1,500円

500円幼 児
（3歳～6歳）

通常料金
（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

うれしい低価格！！

ご予約承ります
ご予約・お問合せフロント

TEL ：0853-21-6063
（お問合せ時間 AM9:30～PM8:00)

以上5名様

ラピタ本店 2階衣料品コーナー　TEL 0853-21-6061

20%OFF
数に限りがあります。お早めに！！

旧モデル %OFF

新作

2019春入学
新作ランドセル
入荷中！！

30

2627
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